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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り
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一 般 質 問

公
共
交
通
の
充
実

■質
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
か
ら
公
共
交
通
の
利
便
性
を

求
め
る
声
が
多
く
出
て
お
り
、
そ
の
確
保
が
急
が
れ
る
。
空

白
地
域
な
ど
の
要
望
に
沿
え
る
よ
う
住
民
と
の
懇
談
を
計
画

的
に
実
施
し
、
改
善
の
取
り
組
み
件
数
を
ふ
や
す
考
え
は
。

■答
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
実
際
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
御
意
見
を
伺
い
、

対
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
市

と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
課
題
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
要
望
が
あ
っ
た
自
治
会
等
の
会
合
や
出
前
講
座

等
に
職
員
が
出
向
い
て
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

厚
労
省
が
公
表
し
た
病
院
再
編
・
統
合

■質
再
編
・
統
合
の
議
論
が
必
要
な
対
象
と
な
っ
た
市
内
病

院
を
存
続
す
る
た
め
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

す
か
。

■答
県
で
は
、
今
後
の
医
療
機
能
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
病

院
か
ら
も
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
、
今
年
度
中
に
行
政
や
医

療
機
関
等
で
構
成
す
る
能
代
・
山
本
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
を
開
催
し
、
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
協
議
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
同
調
整
会
議
に
お
い
て
、
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
丁
寧
な
議
論
に
努
め
て
い
き
た
い
。

洋
上
風
力
、
税
の
増
収
分
を
福
祉
と
子
育
て
に

■質
洋
上
風
力
発
電
開
発
事
業
で
の
、
市
へ
の
直
接
の
メ
リ

ッ
ト
の
固
定
資
産
税
等
見
込
め
る
税
の
増
収
分
を
、
市
の
懸

案
事
業
の
高
齢
者
福
祉
や
子
育
て
支
援
費
（
０
歳
児
～
２
歳

児
の
保
育
料
無
償
化
）
に
充
当
で
き
な
い
か
。

■答
洋
上
風
力
発
電
の
推
進
に
よ
り
固
定
資
産
税
等
の
増
収

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
人
口
減
少
等
に
よ
り
財
政
状
況
が
厳

し
く
な
る
中
で
、
貴
重
な
財
源
と
な
る
た
め
、
市
民
が
豊
か

さ
を
実
感
し
、
子
供
を
生
み
育
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
や

か
に
住
み
続
け
て
い
く
た
め
の
各
種
施
策
の
充
実
に
活
用
し

て
い
き
た
い
。

再
編
・
統
合
病
院
名
公
表
と
一
方
的
な
押
し
つ
け

■質
厚
労
省
が
再
編
・
統
合
病
院
名
公
表
。
能
代
市
で
は
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
秋
田
病
院
が
名
指
し
さ
れ
た
。
公
表
は
住
民
に
大
き

な
不
安
を
与
え
て
い
る
。
国
の
一
方
的
な
基
準
に
基
づ
く
再

編
・
統
合
の
押
し
つ
け
に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

■答
再
編
・
統
合
は
、
統
廃
合
の
み
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
く
、
医
療
機
能
の
分
化
や
連
携
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を

含
め
た
幅
広
い
も
の
で
、
国
は
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て

議
論
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
市
と
し
て
も
、

地
域
医
療
構
想
の
必
要
性
は
理
解
し
て
い
る
が
、
病
院
名
の

突
然
の
公
表
に
よ
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
秋
田
病
院
や
市
民
の
不
安

を
招
い
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
。

公
共
交
通
空
白
地
域

■質
買
い
物
や
通
院
に
不
安
を
持
っ
て
暮
ら
す
住
民
の
た
め

に
、
南
部
地
域
の
各
集
落
を
経
由
す
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

等
交
通
網
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

■答
今
年
度
、
河
戸
川
自
治
会
と
松
長
自
治
会
か
ら
の
自
治

会
要
望
を
受
け
て
、
地
域
住
民
と
公
共
交
通
に
関
す
る
意
見

交
換
を
実
施
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
能
代
市
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
や
自
治
会
等
か
ら
御
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
南
部
地
域
の
公
共
交
通
空
白
地
域
解
消
に
向
け
、
デ
マ

ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

病
院
の
再
編
・
統
合
、
市
の
考
え
方
と
対
応
は

■質
国
の
方
針
の
、
再
編
・
統
合
の
議
論
が
必
要
な
病
院
と

し
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
秋
田
病
院
が
発
表
さ
れ
た
。
市
内
中
心
部

に
あ
る
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
秋
田
病
院
は
、
当
市
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
総
合
病
院
で
あ
る
。
市
の
考
え
方
と
対
応
は
。

■答
同
病
院
は
、
地
域
医
療
、
保
健
、
福
祉
の
各
分
野
で
大

変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
地
域
に
お
い
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
医
療
機
関
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
各
医

療
機
関
が
共
生
し
な
が
ら
、
市
民
が
安
心
で
き
る
医
療
提
供

体
制
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
能
代
・
山
本
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
丁
寧
な
議
論

に
努
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

空
き
家
解
体
補
助
事
業

○

自
然
災
害
時
に
お
け
る
避
難
対
策

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
市
民
が
協
力
で
き
る
こ
と
は

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

能
代
港
の
拠
点
化
、
産
業
と
雇
用
の
見
込
み
は

○

道
の
駅
ふ
た
つ
い
関
連
の
商
業
・
観
光
振
興
策

○

小
・
中
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
拡
大


